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- 7.00 20.00
乳がん検診受診率　（％）

目標 - -

成果 5.07 13.50 17.90 17.70 17.3 82%

特定健康診査受診率（国民健康保険）　（％）
目標 -

成果 25.2 26.9

50.0

35.3 41%

81.0成果

- -

27.0

65.0-

成果

45.0

15.5

・15地域の人口構成や住民性が異なるため、それぞれの地域特性に応じたきめ細かい対策が必要です。
・受診しやすい健(検)診体制や健診精度の管理体制等、地元医師会等の理解を得ながら事業を進める必要があります。
・新規受診者を増やすとともに、継続受診者を増やす必要があります。

＜行政評価委員会からの意見に対する取組内容＞
意見なし

85.0

○目標達成に向けた課題

83.0

33.5

8.00 15.00
胃がん検診受診率　（％）

目標 - -

成果 6.02

施策評価管理シート 　　

１．施策の基本方針

健康長寿のまちづくり

健康づくり

連絡先　（担当室名）

健康福祉部

部長名

施　　策

4

1

基本施策

互いに認めあい支えあう、健康で安心できる暮らし

担当部局名

菅生　治郎

政　　策 1

63-6970(健康支援室)

施
策
体
系

・自らの健康に関心を持ち、食生活の改善や日常的に運動を行う機会や場所の提供を行います。
・ライフステージに応じた市民の健康づくりや保健予防に取り組み、健康長寿社会の実現を目指します。

2010
(H22)

２．目標

2011
(H23)

80.5

目標 -

・地区担当保健師が、まちの保健室と調整を図りながら地域づくり組織等と協働して、健康づくりの取組を推進しま
す。
・自らの健康に関心を持ち、特定健康診査やがん検診を受診する市民が増えるように啓発に努めるとともに受診しやす
い体制整備を図ります。
・保健師による家庭訪問等により高血圧や慢性腎臓病等の生活習慣病重症化予防に取り組みます。

進捗率

81.2

健康な暮らしを送っていると感じている市民の割合
（％）

施策指標（目標）の内容　（単位）
現状値
（H20)

○重点目標

81.4

2013
(H25)

2015
(H27)

○施策指標（目標）及び達成状況

2012
(H24)

82.0 20%

特定保健指導実施率（国民健康保険）　（％）

内臓脂肪症候群該当者及び予備群の減少率　（％）
23.9

---

-

50.0目標

26.118.811.6 10%7.4

7.60 8.00 12.50 14.5 94%

-

成果 26.6 23.4 23.4 - -

目標 - - - 23.9

※「胃がん検診受診率」及び「乳がん検診受診率」の2015（H27）の目標値は、生活習慣病予防重点プロジェクト（ばりばり現役プロジェクト）に設定した目標数値
に見直しています。また、「特定健康診査受診率（国民健康保険）」及び「特定保健指導実施率（国民健康保険）」の2015（H27）の目標値は、国の特定健康診
査等基本指針で示された参酌標準値に基づき設定した目標数値（「第二期名張市特定健康診査等実施計画（平成25年）」）に見直しています。
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（合計 事業)

－2152 未熟児等援護費 健康支援室 - 4,567 －
該当しな
い

継続（現
行） －

5010 保健センター管理費 地域医療室 6,132 5,809 －
該当しな
い

継続（現
行） － －

Ｂ
実践して
いる

H26完了
予定 Ｂ Ｃ

1206
生活習慣病予防重点プロ
ジェクト事業

健康支援室 12,695 17,326 Ｂ
実践して
いる

継続（現
行） Ａ Ａ

3088 地域保健医療推進補助金 健康支援室 10,200 10,200 －
該当しな
い

継続（現
行） － －

0

健康支援室

1079 結核予防・予防接種事業 健康支援室

1080

事業費
(単位：千円)

2013
(H25)

3,618

917 695

87,981

220,897

3,582健康支援室

小計（うち、特別会計・企業会計・組合会計分）

332,720

332,720

0

小計（うち、一般会計分）　　　　　　　　　　 328,000

合計（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　 328,000

母子健康診査事業

３．取組内容

○課題解決への取組内容

事務事
業の施
策への
貢献

事務事
業シー
トでの
今後の
方向

2012
(H24)

地域づ
くり組
織等と
の連

携・協
働

４．施策達成のための事務事業及び評価

事業名・担当室名

担当室による評価

事務
事業
ｼｰﾄ
番号

Ｂ

・地域担当保健師が、まちの保健室と連絡を取りながら地域づくり組織、公民館・市民センターと協働で地域での健康
づくり事業を実施しました。

＜行政評価委員会からの意見に対する取組内容＞
意見なし

５．部局による施策評価

評価

計画どおり事業推進

６．今後の施策の方向性、改善方法

・今後も住民主体の健康づくりを基本としつつ、生活習慣病予防重点プロジェクト（ばりばり現役プロジェクト）等の
事業を地域づくり組織と連携しながら重点的に推進します。
・さらに今後は、企業や学校などとも連携した市民総ぐるみの健康づくり活動を展開します。

成果・評価理由

・住民主体の健康づくりと保健予防活動を基本とし、健康寿命の延伸を図るため、生活習慣病予防重点プロジェクト
（ばりばり現役プロジェクト）を推進し、がん検診等の受診率向上やハイリスク者の生活改善につなげることができま
した。

1076

がん対策事業 健康支援室 69,081
実践して
いるＢ

Ｂ198,345 Ｂ
該当しな
い

継続（現
行）

継続（拡
大） Ｂ

1077 母子保健相談指導事業

1081 健康づくり事業 健康支援室 3,290 3,180 Ｂ
実践して
いる

継続（現
行）

1082 地域自殺対策緊急強化事業 健康支援室 1,206 999

部局による評価

継続（現
行） Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｂ

Ｂ
該当しな
い

継続（現
行）

Ｂ
該当しな
い

施策
達成
への
重要度

施策
達成
への
貢献度

10

・生活習慣病予防重点プロジェクトの推進にあたっては、予防講演会を地域で開催するとともに、特定健診、がん検診
についても可能なかぎり地域に出向き、地域づくり組織と連携して実施しました。
・また、ワールドカフェによるまちじゅう元気教室や介護予防教室なども地域づくり組織との連携により積極的に推進
しました。

○地域等との連携、協働に向けた取組
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評価理由及びその他（意見）

７．総合評価

Ｂ　施策達成に向けた取組や今後の施策展開が適切に行われている

評価


